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　この研究について研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場合は他の患者さまの個人情報や研究全体に支
障となる事項以外はお知らせすることができます。研究に利用する患者さまの情報に関してはお名前、住所など患者さま個人を特定できる
情報は削除して管理いたします。また研究結果は学会や学術雑誌で発表されますがその際も患者さまを特定できる情報は削除して利用
いたします。

上記の研究に情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

亘理郡山元町高瀬字合戦腹原100 　電話番号:0223−37−1131
吉田愛良・看護部（南ｂ病棟）

①コロナ病棟開設後の直接入院患者且つ②言語的コミュニケーションが図れる患者（S情報が収集できる患者）
の診療録を本研究の対象とする。他病棟のクラスターによる転入患者、言語的コミュニケーションが不可能な患
者の診療録は研究の対象外とする。期間内における対象患者は82名である。

利用するカルテ情報

電子カルテ内の診療録から、症状や検査データ、食事摂取量等の情報を得る。

新型コロナウイルス感染症による入院患者のうち、高齢者では咳嗽や発熱等の肺炎症状が認められるものの、
症状の訴えがない場合が多く見られ、自覚症状と他覚症状が必ずしも一致しない状況がある。新型コロナ患者の
自覚症状と他覚症状を比較し、年齢群によりどの程度差異が生じるのかを明らかにしたいと考える。

　当院では以下の臨床研究を実施しております。この研究は患者さまの診療情報を用いて行います。このような研究は厚生労働省・文部
科学省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和3年厚生労働省・文部科学省・経済産業省　告知第１号）の規
定により研究内容の情報公開をすることが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら以下のお問い合わ
せ先へご照会ください。

臨床研究に関する情報

対象となる患者さま

新型コロナウイルス感染症患者の入院療養経験による心情の変化

吉田愛良・看護部（南ｂ病棟）


